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原発はクリーンだという言説はブラックジョークと化した





再稼働について（４／22南日本新聞抜粋）


＜吉岡さん談話＞


再稼働に慎重論が国民の大多数意見というのは


当然。　　背景に２つがあげられる。


①福島原発事故の収束・復旧が進んでいないこと。政府は原発周辺自治体の拒否権を法的ルールとして定めるべきで、運転中の原発についても停止させる権利を認めていい。


②経済産業省と電力業界が、日本の全原発の早期再開を目指す強硬姿勢を崩さず、政権関係者もそれに同調していること。


政府がなすべきことは・・・・・・・・・・・・・・・・・全原発の安全審査をやり直させること。





講師：吉岡斉さん


プロフィール：195３年生まれ，科学史家、


九州大学教授・副学長。原発事故調査委員会


委員。　原子力政策円卓会議2010～2011.03





富山県生まれ。東京大学大学院理学研究科


学史修士課程修了


1995年毎日出版文化賞、2000年エネルギーフォーラム賞特別賞受賞。


産業技術と倫理の関係について研究し科学社


会学を構想している。





連絡先：薩摩川内市神田町１－１０　平和センター


TEL　０９９６－２２－３０７５





主催：川内原発増設反対鹿児島県共闘会議


川内原発建設反対連絡協議会








